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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
産
業
空
洞
化
政
策
に
お
け
る
最
低
賃
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に
関
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る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

本
年
七
月
二
十
七
日
に
労
使
の
代
表
を
含
む
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が
答
申
し
た
「
平
成
二
十
三
年
度
地
域
別
最
低
賃
金

額
改
定
の
目
安
に
つ
い
て
」
は
、
同
審
議
会
に
お
い
て
、
昨
年
六
月
に
政
府
、
労
働
界
及
び
産
業
界
の
代
表
等
が
参
加
し
た

雇
用
戦
略
対
話
会
合
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
最
低
賃
金
引
上
げ
に
関
す
る
目
標
や
、
同
年
十
二
月
の
同
会
合
に
お
け
る
中
小

企
業
へ
の
支
援
に
関
す
る
合
意
等
を
踏
ま
え
、
加
え
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響
に
配
意
し
た
上
で
、
最
低

賃
金
に
近
い
水
準
の
賃
金
を
支
払
わ
れ
る
労
働
者
や
地
域
の
労
働
市
場
へ
の
影
響
等
を
含
め
た
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
行
わ
れ
た
議
論
の
結
果
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

な
お
、
地
域
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が
提
示
し
た
目
安
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
に
お
け
る
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
調
査
審
議
を
経
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

四
に
つ
い
て

最
低
賃
金
と
生
活
保
護
の
水
準
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
け
る
議
論
を
も
踏
ま
え
、
毎
年
、
最

低
賃
金
額
か
ら
税
や
社
会
保
険
料
を
控
除
し
た
後
の
金
額
（
以
下
「
控
除
後
の
最
低
賃
金
額
」
と
い
う
。
）
と
、
生
活
保
護

一



に
お
け
る
若
年
単
身
世
帯
の
生
活
扶
助
基
準
の
都
道
府
県
内
人
口
加
重
平
均
に
住
宅
扶
助
の
実
績
値
を
加
え
た
も
の
（
以
下

「
生
活
保
護
水
準
」
と
い
う
。
）
と
の
比
較
を
行
い
、
控
除
後
の
最
低
賃
金
額
が
生
活
保
護
水
準
を
下
回
る
都
道
府
県
に
つ

い
て
は
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
に
お
い
て
、
当
該
差
額
を
解
消
す
る
ま
で
の
年
数
を
設
け
、
計
画
的
に
解
消
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
所
謂
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
呼
ば
れ
る
労
働
者
」
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
正
規
労
働
者
と
比
較
し
て
雇
用
調
整

の
対
象
と
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
賃
金
が
低
い
非
正
規
労
働
者
の
増
加
が
一
つ
の
要
因
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
「
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
に
向
け
た
均
等
・
均
衡
待
遇
の
推
進
等
に
よ
り
、
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
の

改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
若
者
に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
職
業
相
談
や
正
社
員
の
求
人
開
拓
、
奨

励
金
の
支
給
に
よ
る
非
正
規
労
働
者
の
正
社
員
と
し
て
の
就
職
や
正
社
員
転
換
の
支
援
等
に
よ
り
、
正
社
員
と
し
て
の
雇
用

の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
非
正
規
労
働
者
を
含
め
た
全
て
の
労
働
者
が
主
と
し
て
そ
の
支
払
わ
れ
る
賃
金
に
よ
り
生
計
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
と
も
、
雇
用
や
経
済
へ
の
影
響
に
も
配
慮
し
、
労
使
関
係
者
と
の
調
整
を
行
い
つ
つ
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
取
り
組

二



ん
で
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

賃
金
の
引
上
げ
は
、
賃
金
の
低
廉
な
労
働
者
の
生
活
不
安
を
払
拭
し
、
内
需
主
導
型
の
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
雇
用
や
経
済
へ
の
影
響
に
も
配
慮
し
、
労
使
関
係
者
と
の
調
整
を
行
い
つ
つ
、
最
低
賃
金
の
引

上
げ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
給
付
付
き
税
額
控
除
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
」
（
平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日
政
府
・

与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本
部
決
定
）
に
お
い
て
、
「
所
得
把
握
の
た
め
の
番
号
制
度
等
を
前
提
に
、
関
連
す
る
社
会
保
障

制
度
の
見
直
し
と
併
せ
て
検
討
を
進
め
る
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
製
造
業
へ
の
派
遣
は
原
則
禁
止
」
及
び
「
最
低
賃
金
の
全
国
平
均
一
、
〇
〇
〇
円
」
並
び
に
「
Ｃ
Ｏ
�
は
一

九
九
〇
年
比
二
五
％
削
減
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
産
業
空
洞
化
政
策
で
あ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
政

策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
労
働
者
の
生
活
の
安
定
や
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

雇
用
や
経
済
へ
の
影
響
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。
併
せ
て
、
中
小
企
業
の
生
産
性
向

三



上
の
た
め
、
中
小
企
業
の
有
す
る
技
術
の
高
度
化
や
人
材
の
育
成
、
海
外
展
開
支
援
な
ど
、
中
小
企
業
の
経
営
力
の
強
化
を

支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

四


